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ⅠⅠⅠⅠ    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 みやこ町行政改革推進委員会は、平成２９年６月２８日に、みやこ町長から行政改革

の推進について、次のように諮問を受けた。 

（１） 公共施設の再配置における個別計画の策定について 

（２） イベント事業の見直しについて 

（３） その他行財政改革の推進に関する事項について 

 

 平成１８年３月に犀川町、勝山町、豊津町が合併し、新たにみやこ町が誕生してから

１０年以上が経過している。 

旧町から引き継いだ公共施設が約２８０あるが、その中には機能が重複する施設や利

用率が低い施設がある。 

 このような課題を解消すべく、みやこ町では平成２９年３月に公共施設の適切な規模

や維持管理運営等の基本的な方向性を示し、公共サービスを持続可能なものにするため、

「みやこ町公共施設等総合管理計画」を策定している。 

増加する社会保障費、少子高齢化に伴う人口減少などが社会的な問題として懸念され

る中、みやこ町においても今後、厳しい財政状況となることが推測される。 

より効率的な行政運営を図り、コスト縮減に取り組むことで、財源を確保し、安定的

な行政サービスを提供することを目的として諮問を受けた。 

当委員会では平成２９年度における行財政改革の諮問として受けた３つの事項につ

いて、計５回の会議を開催し、慎重に審議を重ねた結果、次のとおり答申するものであ

る。 

今後、当局においては答申内容を尊重し、十分に検討するとともに、効果の検証と進

捗管理を行うことにより、改革実施内容を常に見直すことを要望する。 

なお、みやこ町における行財政改革は今年度審議を行った事項のみで終わるものでは

なく、次年度以降についても真に必要な公共サービスを持続するため、引き続き不断の

改革が必要であることは言うまでもない。 
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ⅡⅡⅡⅡ    諮問（１）公共施設の再配置における個別計画の策定について諮問（１）公共施設の再配置における個別計画の策定について諮問（１）公共施設の再配置における個別計画の策定について諮問（１）公共施設の再配置における個別計画の策定について 

当局から提示のあった個別実施計画には、既存施設の役割、再配置に係る統廃合の方

向性及びスケジュールがまとめられている。 

当委員会において、その考え方や効果について慎重に審議を重ねてきた結果、次のと

おり答申するものである。 

当局においては個別実施計画の基本的な方向性に基づき、公共施設の集約化を図ると

ともに効率的な維持管理運営に努めること。また、施設の統廃合の際には、実施時期や

手法など、常に利用状況や町民のニーズを考慮して行うこと。 

  

１ 対象施設 

平成２９年３月に策定されたみやこ町公共施設等総合管理計画（以下、「総合管理計

画」という。）の中で重点プランとして掲げた施設のうち、表１の計画欄に○印を付し

た施設を対象に審議した。 

 

 

大分類 中分類 № 施  設  名 計画 

町民文化系施設 

 

 

集会施設 

１ 中央公民館 ○ 

２ 豊津公民館 ○ 

３ 勝山公民館 ○ 

４ 本庄地区学習等供用施設 ○ 

５ 城井地区学習等供用施設 ○ 

６ 柳瀬地区学習等供用施設 ○ 

７ 祓郷地区学習等供用施設 ○ 

８ 節丸地区学習等供用施設 ○ 

９ 久保地区学習等供用施設 ○ 

文化施設 
１０ サン・グレートみやこ ○ 

１１ ユータウン犀川 ○ 

社会教育系施設 
図書館 

１２ 中央図書館 ○ 

１３ 犀川図書館 ○ 

１４ 勝山図書館 ○ 

博物館等 １５ 歴史民俗博物館 ○ 

スポーツ・レクリ

エーション系施設 

スポーツ施設 

 

１６ 犀川体育館 ○ 

１７ 犀川Ｂ＆Ｇ体育館 ○ 

１８ 豊津体育館 ○ 

表１ 公共施設一覧 
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大分類 中分類 № 施  設  名 計画 

スポーツ・レクリ

エーション系施設 
スポーツ施設 

１９ 豊津Ｂ＆Ｇ体育館 ○ 

２０ 勝山体育館 ○ 

２１ 犀川運動公園 運動場 ○ 

２２ 犀川運動公園 野球場 ○ 

２３ 犀川運動公園 ゲートボール場 ○ 

２４ 犀川運動公園 グラウンドゴルフ場 ○ 

２５ 豊津陸上競技場 ○ 

２６ 豊津運動公園 トレーニングセンター ○ 

２７ 豊津運動公園 テニスコート ○ 

２８ 勝山運動公園 野球場 ○ 

２９ 本庄グラウンド ○ 

３０ 豊津グラウンド ○ 

３１ 犀川プール ○ 

３２ 犀川Ｂ＆Ｇプール ○ 

３３ 豊津Ｂ＆Ｇプール ○ 

３４ 勝山中学校プール - 

３５ すどりの里 ゲートボール場 - 

３６ 本庁別館横 ゲートボール場 ○ 

学校教育系施設 学校 

３７ 犀川小学校 ○ 

３８ 柳瀬小学校 ○ 

３９ 上高屋小学校 ○ 

４０ 城井小学校 ○ 

４１ 豊津小学校 ○ 

４２ 祓郷小学校 ○ 

４３ 節丸小学校 ○ 

４４ 諫山小学校 ○ 

４５ 久保小学校 ○ 

４６ 黒田小学校 ○ 

４７ 犀川中学校 ○ 

４８ 勝山中学校 ○ 

４９ 豊津中学校 ○ 

子育て支援施設 保育所 

５０ 久保保育所 ○ 

５１ 犀川保育所 - 

５２ 豊津保育所 ○ 
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大分類 中分類 № 施  設  名 計画 

保健・福祉施設 

福祉施設 

 

５３ いこいの里 ○ 

５４ いこいの里 大浴場 - 

５５ いこいの里 小浴場 - 

５６ いこいの里 文化芸能館 ○ 

５７ いこいの里 陶芸館 ○ 

５８ いこいの里 木工館 ○ 

５９ すどりの里 ○ 

６０ すどりの里 大浴場 - 

６１ すどりの里 小浴場 - 

６２ すどりの里 ふれあいの窯 ○ 

６３ すどりの里 遊びの家 ○ 

６４ 隠国の里 ○ 

６５ 本庁別館横 陶芸館 - 

６６ サン・グレートみやこ 工作室 - 

６７ 豊津隣保館 ○ 

保健施設 ６８ 犀川保健相談センター ○ 

行政系施設 庁舎等 
６９ 犀川支所 ○ 

７０ 豊津支所 ○ 

その他 その他 ７１ 総合観光案内所 ○ 
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２ 施設の役割と今後の考え方 

多くの公共施設は文化活動や地域活動のため、また、健康の保持及び増進のため、町

民の様々な活動拠点として利用している。 

これらの公共施設は、人口減少・少子高齢化等、社会情勢の変化により、住民ニーズ

が変化してきていることから、利用状況が低い施設が見受けられる。 

個別実施計画では、良質なサービスを提供するため、総合管理計画の管理に関する基

本原則に従い、質・量・コストの３つの視点から、最適化に取り組むこととする。 

また、施設の総量及び配置の適正化・施設の長寿命化の両観点から本町の公共施設の

あり方についての方向性を検討した。 

図１ 施設の位置図 
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【施設総量を適正化する施設】 

➣空きスペースが多い施設、機能が重複している施設、適正配置及び統廃合等の可能性 

のある施設 

 

【施設を長寿命化する施設】 

➣建築年が新しい、機能の重複がない、施設の特性から統廃合が難しい等の施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 施設総量の適正化による効果 

 総合管理計画に基づき、適正化に取り組むことで表３－１のように、今後４０年間の

更新費用の総額は約６０９億円となり、再配置をせずにそのまま保有施設を維持しなが

ら使用した場合に比べると、約１７０億円のコスト削減効果が見込まれる。個別実施計 

画の期間である１０年間で試算した場合（表３－２）でも、適正化実施後では約４４億

円の削減効果が見込まれる。さらに維持管理費の面からも今後１０年間の累計で約９億

円（表３－３）、個別実施計画の最終年度では年間約１億４千万円（表３－４）の維持

管理費の削減が見込まれ、更新費・維持管理費を併せると１０年間累計で約５３億円が

縮減出来ると推計される。 

また、施設保有量の観点から見ても、図３―４で示しているように、今回の再編計画

に基づき、全施設の統廃合を実施したとしても福岡県平均と比較して約１．５倍、全国

平均と比較しても約１．７倍の施設を保有することがわかる。 

 

 

 

施設総量 

の最適化 

施設の  

長寿命化 

統廃合・集約化・機能転換 

計画的な長寿命化 

保有量の 

最適化 

現在の施設 将来の施設 

安全・安心で 

利用価値の高い施設 

図２ 現在と将来の施設のイメージ 
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経費パターン 適正化前 適正化後 縮減額 

更新・大規模改修費（40 年間） 約７７９億円 約６０９億円 約１７０億円 

資料：みやこ町公共施設等総合管理計画 

    

○今後４０年間○今後４０年間○今後４０年間○今後４０年間    

再配置前                         再配置後 

           

 

                                 

経費パターン 適正化前 適正化後 縮減額 

更新・大規模改修費（10 年間） 約２４０億円 約１９６億円 約４４億円 

資料：みやこ町公共施設等総合管理計画    

    

○今後１○今後１○今後１○今後１０年間０年間０年間０年間    

再配置前                         再配置後 

          

表３－１ 今後４０年間の公共施設の改修・更新に係る経費の試算結果 

図３－１ 改修・更新に係る経費見込み 

図３－２ 改修・更新に係る経費見込み 

表３－２ 今後１０年間の公共施設の改修・更新に係る経費の試算結果 



8 

 

 

 

経費パターン 適正化前 適正化後 縮減額 

維持管理費（10年間） 約 ３８億円 約 ２９億円 約９億円 

資料：平成２８年度公共施設維持管理費による試算 

 

                                              （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成２８年度公共施設維持管理費による試算 

 

 

 

 

単位：千円

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

単位：千円

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

単年経費

単
年
毎
経
費

再編前 378,416 378,416 378,416 378,416

再編後 378,416 378,416 362,125 321,856 283,087 257,492 237,546 237,546

378,416 378,416 378,416 378,416 378,416 378,416

▲ 140,870

累計経費

累
計
経
費

再編前 378,416 756,832 1,135,248 1,513,664

237,546 237,546

差引額 0 0 ▲ 16,291 ▲ 56,560 ▲ 95,329 ▲ 120,924 ▲ 140,870

1,892,080 2,270,496 2,648,912 3,027,328 3,405,744 3,784,160

▲ 140,870 ▲ 140,870

▲ 570,844 ▲ 711,714 ▲ 852,584

1,981,392 2,218,938 2,456,484 2,694,030 2,931,576

▲ 429,974

1,723,900

▲ 168,180 ▲ 289,104差引額 0 0 ▲ 16,291 ▲ 72,851

再編後 378,416 756,832 1,118,957 1,440,813

 

378,416
362,125

283,087

237,546 237,546

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

図３―３ 今後１０年間の公共施設の維持管理に係る経費の推移 

表３－３ 今後１０年間の公共施設の維持管理に係る経費の試算結果 

表３－４ 今後１０年間の公共施設の維持管理に係る経費の推移 
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 適正化前 適正化後 削減幅 

延床面積の削減率（10年間） 91,206 ㎡ 40,338 ㎡ 50,868 ㎡ 

削 減 率 50,868 ㎡÷現状の保有面積（183,577 ㎡） 約 28％ 

資料：みやこ町公共施設等総合管理計画 

※現状の保有面積は「総合管理計画」に記載されている、町が現在保有する公共施設の

総延床面積。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：みやこ町公共施設等総合管理計画         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３－５ 重点プランの実施による施設の削減効果 

図３－４ 町民一人当たりの施設保有量（県及び全国平均との比較） 
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４ 個別実施計画 

 総合管理計画の中でも、公共性が高く、機能の重複した施設を対象に、施設の総量及

び配置の適正化並びに施設の長寿命化の観点から公共施設のあり方についての方向性

を検討した。 

町民文化系施設 ： １１施設 

 中央公民館、豊津公民館、勝山公民館、本庄地区学習等供用施設、 

城井地区学習等供用施設、柳瀬地区学習等供用施設、祓郷地区学習等供用施設、 

節丸地区学習等供用施設、久保地区学習等供用施設、 

サン・グレートみやこ、ユータウン犀川 

社会教育系施設 ： ４施設 

 中央図書館、犀川図書館、勝山図書館、歴史民俗博物館 

スポーツ・レクリエーション系施設 ： １９施設 

 犀川体育館、犀川Ｂ＆Ｇ体育館、豊津体育館、豊津Ｂ＆Ｇ体育館、勝山体育館、 

犀川運動公園（運動場、野球場、ゲートボール場、グラウンドゴルフ場）、 

豊津陸上競技場、豊津運動公園（トレーニングセンター、テニスコート）、 

勝山運動公園野球場、本庄グラウンド、豊津グラウンド、犀川プール、 

犀川Ｂ＆Ｇプール、豊津Ｂ＆Ｇプール、本庁別館横ゲートボール場 

学校教育系施設 ： １３施設 

 犀川小学校、柳瀬小学校、上高屋小学校、城井小学校、豊津小学校、祓郷小学校、 

節丸小学校、諫山小学校、久保小学校、黒田小学校、犀川中学校、勝山中学校、 

豊津中学校 

子育て支援施設 ： ２施設 

 久保保育所、豊津保育所 

保健・福祉施設 ： １０施設 

 いこいの里（浴場含む）、文化芸能館、陶芸館、木工館、 

すどりの里（浴場含む）、ふれあいの窯、遊びの家、隠国の里、 

豊津隣保館、犀川保健相談センター 

行政系施設 ： ２施設 

 犀川支所、豊津支所 

その他 ： １施設 

 総合観光案内所 
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（１）町民文化系施設 

＜集会施設＞ 

 

 

＜文化施設＞ 

 

（２）社会教育系施設 

＜図書館＞ 

 

＜博物館等＞ 

 

 

 

 

 

 

 

方向性 跡地検討

中央公民館 長寿命化 ―

豊津公民館
建替・

大規模改修
―

勝山公民館 廃止
民間へ駐車場としての貸出又は宅地造成して販

売を検討

本庄地区

学習等供用施設
廃止 駐車場整備を検討

城井地区

学習等供用施設
廃止 宅地造成して販売又は更地にして管理

柳瀬地区

学習等供用施設
廃止 更地に整備して企業誘致を検討

祓郷地区

学習等供用施設
廃止 更地に整備して企業誘致を検討

節丸地区

学習等供用施設
廃止 平成３４～３７年度まで入居企業の募集を検討

久保地区

学習等供用施設
廃止 平成３３～３７年度まで入居企業の募集を検討

施設名 説　　明

平成３１年度に支所機能を集約するとともに、計画的

な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

平成３１年度に支所機能を集約し、施設の建替もしく

は大規模改修を検討

平成３０年度末に廃止、機能をサン・グレートみやこに

集約し、解体

平成３１年度末に廃止、機能を中央公民館に集約し、

解体

平成３０年度末に廃止、機能を中央公民館に集約し、

解体

平成３２年度末に廃止、機能を中央公民館に集約し、

解体

平成３３年度末に廃止、機能を豊津公民館に集約し、

解体

平成３３年度末に廃止、機能を豊津公民館に集約し、

解体

平成３２年度末に廃止、機能をサン・グレートみやこに

集約し、解体

方向性 跡地検討

サン・グレートみやこ
改修・

長寿命化
―

ユータウン犀川 長寿命化 ―

平成２９年度末に工作室を廃止、平成３２年度末に図

書館を廃止し、機能転用して利用

平成３３年度に観光協会を移設するとともに、計画的

な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

施設名 説　　明

方向性 跡地検討

中央図書館 長寿命化 ―

犀川図書館 廃止 機能転用して保健・福祉利用を検討

勝山図書館 廃止 機能転用して書庫等の利用を検討

平成３２年度末に廃止、機能を中央図書館に集約

施設名 説　　明

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

平成３２年度末に廃止、機能を中央図書館に集約

方向性 跡地検討

歴史民俗博物館 長寿命化 ―

施設名 説　　明

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進
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（３）スポーツ・レクリエーション系施設 

＜スポーツ施設＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向性 跡地検討

犀川体育館 長寿命化 ―

犀川B&G体育館 廃止 駐車場整備を検討

豊津体育館 廃止 福岡県又は民間団体への売却を検討

豊津B&G体育館 再検討 改めて跡地利用を検討

勝山体育館 再検討 改めて跡地利用を検討

犀川運動公園

運動場
長寿命化 ―

犀川運動公園

野球場
長寿命化 ―

犀川運動公園

ゲートボール場
長寿命化 ―

犀川運動公園

グラウンドゴルフ場
長寿命化 ―

豊津陸上競技場 長寿命化 ―

豊津運動公園

トレーニングセンター
廃止 駐車場整備を検討

豊津運動公園

テニスコート
長寿命化 ―

勝山運動公園

野球場
廃止 企業誘致又は宅地造成して販売を検討

本庄グラウンド 廃止 宅地造成して販売を検討

豊津グラウンド 照明廃止 ―

犀川プール 長寿命化 ―

犀川B&Gプール 廃止 駐車場整備を検討

豊津B&Gプール 長寿命化 ―

本庁別館横

ゲートボール場
縮小 縮小した１面は駐車場整備を検討

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

施設名 説　　明

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

平成３１年度末に廃止、機能を犀川体育館に集約し、

解体

平成３４年度末に廃止、機能を豊津B&G体育館に集

約

当面は予防保全を行い、将来的に町内１箇所への集

約については、改めて検討

当面は予防保全を行い、将来的に町内１箇所への集

約については、改めて検討

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

平成３４年度末に廃止、機能を犀川体育館に集約し、

解体

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

平成３１年度末に廃止、機能を犀川運動公園野球場

に集約し、解体

平成３１年度末に廃止、機能を犀川運動公園運動場

に集約

平成３２年度末に照明を廃止し、照明施設を解体

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

機能は犀川プールに集約済

平成２９年度末に２面使用を１面に縮小
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（４）学校教育系施設 

＜学校＞ 

 
（５）子育て支援施設 

＜保育所＞ 

 

（６）保健・福祉施設 

＜福祉施設＞ 

 

方向性 跡地検討

犀川小学校 再編 新校舎建設後、学校敷地として利用

柳瀬小学校 再編 更地に整備して企業誘致を検討

上高屋小学校 再編 地域と協議し、跡地利用方法を検討

城井小学校 再編 地域と協議し、跡地利用方法を検討

豊津小学校 再編 新校舎建設後、学校敷地として利用

祓郷小学校 再編 更地に整備して企業誘致を検討

節丸小学校 再編 地域と協議し、跡地利用方法を検討

諫山小学校 再編 新校舎の場所が決定後、改めて検討

久保小学校 再編 新校舎の場所が決定後、改めて検討

黒田小学校 再編 新校舎の場所が決定後、改めて検討

犀川中学校 再編 新校舎の場所が決定後、改めて検討

勝山中学校 再編 新校舎の場所が決定後、改めて検討

豊津中学校 再編 新校舎の場所が決定後、改めて検討

平成３８年度に勝山地区３小学校を１校に統合

平成３６年度に町内３中学校を１校に統合

施設名 説　　明

平成３２年度に犀川地区４小学校を１校に統合し、犀

川小学校内に新校舎を建設して開校

犀川小学校の旧校舎は解体

柳瀬小学校の校舎は解体

上高屋小学校の校舎は解体

城井小学校の校舎は解体

平成３４年度に豊津地区３小学校を１校に統合し、豊

津小学校内に新校舎を建設して開校

豊津小学校の旧校舎は解体

祓郷小学校の校舎は解体

節丸小学校の校舎は解体

方向性 跡地検討

久保保育所 長寿命化 ―

豊津保育所 長寿命化 ―

施設名 説　　明

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

方向性 跡地検討

いこいの里
改修・

長寿命化
―

いこいの里

文化芸能館
長寿命化 ―

いこいの里

陶芸館
長寿命化 ―

いこいの里

木工館
長寿命化 ―

すどりの里
改修・

長寿命化
―

すどりの里

ふれあいの窯
廃止 ―

すどりの里

遊びの家
長寿命化 ―

隠国の里 長寿命化 ―

豊津隣保館 長寿命化 ―

平成３０年度末に廃止、機能をいこいの里陶芸館に集

約し、福祉機能に転用

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

施設名 説　　明

平成３２年度末に大浴場を廃止、平成３２年度末に図

書館機能を廃止し、保健・福祉機能に転用

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

計画的な予防保全を行うことにより、長寿命化を推進

平成３０年度末にふれあい窯を廃止、平成３８年度に

大浴場を廃止し、福祉機能に転用
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＜保健施設＞ 

 

（７）行政系施設 

＜庁舎等＞ 

 

（８）その他 

＜その他＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向性 跡地検討

犀川保健相談センター 廃止 平成３４～３７年度まで入居施設の募集を検討

施設名 説　　明

平成３３年度末に廃止、機能をいこいの里に集約し、

解体

方向性 跡地検討

犀川支所 移転
平成３１年度に入居企業の募集を検討し、募集無の

場合は企業誘致又は宅地販売を検討

豊津支所 移転 公共施設の建替地として検討

施設名 説　　明

平成３１年度に機能を中央公民館に移転し、解体

平成３１年度に機能を豊津公民館に移転し、解体

方向性 跡地検討

総合観光案内所 移転 福岡県又は民間団体への売却を検討
平成３３年度に観光まちづくり協会をユータウン犀川

に移転

施設名 説　　明
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ⅢⅢⅢⅢ    諮問（２）イベント事業の見直しについて諮問（２）イベント事業の見直しについて諮問（２）イベント事業の見直しについて諮問（２）イベント事業の見直しについて    

社会情勢の変化や多様化する町民ニーズに的確に対応するためには、限られた財源を

考慮し、これまで町が行ってきた事務事業のうち、必要性や緊急性の低いものについて、

必ず見直す必要がある。 

その中でも行政が関与することの必要性を見直すために、今年度はイベント事業を諮

問の対象とし、当委員会において慎重に審議を重ねてきた結果、次のとおり答申するも

のである。 

イベントについては町の代表的なイベントとして行政が主催するイベントと、地域イ

ベントとして地域住民や各種団体等による自主運営で取り組むべきイベントを明確に

区別し、地域活性化の促進及び自主的な運営組織の育成を図るとともに、経費の削減に

努めること。 

 

① たけのこまつり 広報やPRの方法を改善し、実施団体の主体的な運営を促進すること。

② 花しょうぶまつり 夜会の廃止や開催日を再検討。また、しょうぶの管理を徹底すること。

③ 夏まつり イベント自体は継続して実施するが、運営体制の見直しなどを検討すること。

④ 産業祭 現状維持とするが、運営体制の見直しなどを検討すること。

⑤ 愛郷音楽祭 費用対効果を再検討し、開催のあり方や内容について、縮小を検討すること。

⑥ 林酒造蔵開き新酒まつり 主催団体の自主運営を促進すること。

⑦ ジビエ祭・ミュージックストリート 主催団体の自主運営を促進し、他イベント等との同時開催を検討すること。

⑧ 犀川駅前ビアガーデン 主催団体の自主運営を促進すること。

⑨ 山で牡蠣まつり 主催団体の自主運営を促進すること。

⑩ 健康のつどい
産業祭での実施はブース開催とし、規模の縮小を図ること。また健診等により、住民
の健康増進を図ること。

⑪ 戦没者・物故者合同追悼式
戦没者への追悼、平和を祈念する重要な事業であり、継続して実施するが、参加者
が少ないことから、式典の開催方法や内容等を見直すこと。

⑫ 敬老会 継続して実施するが、他会場での開催が可能かを検討すること。

⑬ さわやかマラソン 継続して実施するが、PRイベント等との同時開催を検討すること。

⑭ チャレンジデー
参加率獲得が目的となっている。スポーツを通しての健康・体力づくりという本来の
意義から逸脱していることから、廃止すること。

⑮ Ｂ＆Ｇ杯ゲートボール大会 主催団体からの廃止の申し出があることから、廃止すること。

⑯ スポーツフェスタinみやこ 各団体での自主運営を促進すること。

⑰ Ｂ＆Ｇ杯剣道大会 主催団体の自主運営を促進すること。

⑱ 陸上競技大会（白川力杯） 継続して実施するが、内容や運営方法等を再検討すること。

番号 イベント名 答申内容
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⑲ Ｂ＆Ｇ杯ソフトバレーボール大会 主催団体の自主運営を促進すること。

⑳ 文化月間記念発表会

㉑ 産業祭記念発表会

㉒ 文化芸能フェア

㉓ 古墳まつり 他イベントとの同時開催を検討すること。

㉔ 豊前国府まつり 他イベントとの同時開催を検討すること。

㉕ 歴史文化カレッジ講演会 他イベントとの同時開催を検討すること。

㉖ 三重塔まつり 継続して実施するが、内容や運営方法等を再検討すること。

㉗ 凧あげ大会 他イベントとの同時開催を検討すること。

㉘ 成人式 継続して実施するが、内容や運営方法等を再検討すること。

㉙ 公民館まつり
他イベントとの同時開催を検討すること。

また、内容や運営方法等を再検討すること。

㉚ 囲碁大会 主催団体の自主運営を促進すること。

㉛ 隣保館まつり 関係団体と協議し、内容や運営方法等のあり方を再検討すること。

㉜ 人権のつどい
全国での統一的な人権施策事業のため、現状維持が妥当であるが、運営方法等は
再検討すること。

主催団体の自主運営を促進すること。

番号 イベント名 答申内容
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ⅣⅣⅣⅣ    諮問（３）その他行財政改革の推進に関する事項について諮問（３）その他行財政改革の推進に関する事項について諮問（３）その他行財政改革の推進に関する事項について諮問（３）その他行財政改革の推進に関する事項について    

福祉バスについては入浴施設への移動手段という当初の目的は本庁別館の竣工とも

に既に終了している。 

平成２８年度における利用者のうち、社会福祉協議会が実施するデイサービス（週２

回実施）利用を除く一般利用者のバス１運行に対する平均利用者は０．５９人と費用対

効果が低い現状である。 

バスが運行している勝山地区においては平成２７年度からあいのり（デマンド）タク

シーを全域で運行しており、公共交通空白地域の解消はなされている状態であるが、あ

いのり（デマンド）タクシーの利用者への周知や利用時間における利便性については、

改善の余地があると言える。 

今後、あいのり（デマンド）タクシーの町民への広報強化や、利便性の向上を検討す

る必要があることを申し添え、運行区域が重複する公共交通のうち、費用対効果の低い

福祉バスについては廃止に向けて検討すること。 

 

 

 

    

    

    

    

    

○福祉バス利用状況（平成２８年度）
運行日
利用範囲
運行回数

運行日数 運行数 利用者総数 （う ち一般利用者数） 平均乗車人数
243日 1601便 3,912人 943人 0.59人

※定期路線のため乗客の有無によらず運行

平日（土日祝日、12/29～1/3は休み）
各停留所
33便（1週間あたり）

○あいのり（デマンド）タクシー利用状況（平成２８年度）
運行日
利用範囲
運行回数 最大30便（1週間あたり）

平日（土日祝日、盆、正月は休み）
自宅⇔公共施設・商業施設・病院・バス停
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ⅤⅤⅤⅤ    おわりにおわりにおわりにおわりに    

 みやこ町行政改革推進委員会では、計５回の審議を重ね、以上のとおり、平成２９年

度における行財政改革の諮問事項に対して答申を行った。 

今年度は、合併から１０年以上が経過し、喫緊の課題として認識されていたにも関わ

らず、解決されていない案件を集中して審議した。 

審議を重ねる中で、みやこ町が現状のまま衰退に向かうことに改めて強い危機感を抱

いた。 

行財政改革の必要性を行政のみならず、全町民がしっかりと意識することが必要であ

る。 

今後は町がこの答申に基づき、具体的な措置事項である実施計画に示された取り組み

が確実に実施されるよう徹底した進捗管理に努めていただきたい。 

 その一方、行財政改革は、町民生活に影響を及ぼすことが多々あると考えられるため、

情報の公開と懇切・丁寧な説明をもって対処されたい。 
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みやこ町行政改革推みやこ町行政改革推みやこ町行政改革推みやこ町行政改革推推進委員会の開催状況推進委員会の開催状況推進委員会の開催状況推進委員会の開催状況    

 

 開  催  日 会 場 主な議事 

第１回 平成29年 6月28日（水） 
本庁３階 

大会議室 

・委嘱状交付 

・行財政改革の推進にあたり 

・これまでの経緯と今後のスケジュ

ール 

・今年度の取組事業について 

第２回 平成29年 9月27日（水） 
別  館 

会議室１ 

・再配置に伴う施設の状況について 

・犀川、豊津支所の移転先の検討に 

ついて 

・事務事業の見直しについて 

（イベント関連） 

・福祉バスについて 

第３回 平成 29年 11月 30日（木） 
本庁３階 

大会議室 

・第２回行革推進委員会の検討内容

について 

・公共施設再配置（案）について 

・公共施設個別実施計画（案） 

について 

第４回 平成30年 2月15日（木） 
本庁３階 

大会議室 

・第３回行革推進委員会の検討内容 

について 

・公共施設再配置（案）について 

・答申書（案）について 

・公共施設個別実施計画（案） 

について 

第５回 平成30年 3月29日（木） 
本庁３階 

大会議室 

・第４回行革推進委員会の検討内容 

について 

・答申書（案）について 
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みやこ町行政改革推みやこ町行政改革推みやこ町行政改革推みやこ町行政改革推推進委員会委員推進委員会委員推進委員会委員推進委員会委員 

 

（敬称略・順不同） 

役 職 分 類 氏  名 組織・役職等 

委 員 長 学識を有する者 神 谷 英 二 福岡県立大学 教授 

副委員長 学識を有する者 井 上 奈美子 福岡県立大学 准教授 

委  員 公募による者 塚 本 慶四郎 公募委員 

委  員 公募による者 富 永 美由紀 公募委員 

委  員 公募による者 西 川 翔 太 公募委員 

委  員 公募による者 福 森   猛 公募委員 

委  員 
その他町長が 

必要と認める者 
柿 野 義 直 

みやこ町議会 

副議長 

委  員 
その他町長が 

必要と認める者 
中 尾 文 俊 

みやこ町議会 

総務常任委員 

委  員 
その他町長が 

必要と認める者 
吉 竹 次 男 

みやこ町議会 

文教厚生常任委員 
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みやこ町行みやこ町行みやこ町行みやこ町行財政財政財政財政改革改革改革改革    庁内会議開催状況庁内会議開催状況庁内会議開催状況庁内会議開催状況 

 

会議の種類 開 催 日 主な議事 

第１回 行財政改革推進本部 平成２９年４月１０日（月） ・行財政改革の今後の進め方について 

第１回 行政改革推進委員会：平成２９年６月２８日（水） 

第１回 行財政改革検討班 平成２９年８月１７日（木） 

・行財政改革推進にあたり 

・個別計画の策定について 

・犀川、豊津支所の移転先の検討につい

て 

・イベント事業の見直しについて 

第２回 行財政改革推進本部 平成２９年９月８日（金） 

・行財政改革推進にあたり 

・公共施設再配置（案）について 

・個別計画（案）について 

第２回 行政改革推進委員会：平成２９年９月２７日（水） 

第２回 行財政改革検討班 平成２９年１０月２６日（木） 

・第２回行革推進委員会の結果について 

・公共施設再配置（案）について 

・個別計画（案）について 

第３回 行財政改革推進本部 平成２９年１１月１３日（月） 

・第２回行革推進委員会の結果について 

・公共施設再配置（案）について 

・個別計画（案）について 

第３回 行政改革推進委員会：平成２９年１１月３０日（木） 

第３回 行財政改革検討班 平成３０年１月１２日（金） 

・第３回行革推進委員会の結果について 

・公共施設再配置（案）について 

・答申書（案）について 

第４回 行財政改革推進本部 平成３０年１月３１日（水） 

・第３回行革推進委員会の結果について 

・公共施設再配置（案）について 

・答申書（案）について 

第４回 行政改革推進委員会：平成３０年２月１５日（木） 

第４回 行財政改革検討班 

第５回 行財政改革推進本部 

（合同開催） 

平成３０年３月２０日（火） 
・第４回行革推進委員会の結果について 

・答申書（案）について 

第５回 行政改革推進委員会：平成３０年３月２９日（木） 
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みやこ町行みやこ町行みやこ町行みやこ町行財政財政財政財政改革改革改革改革    推進体制推進体制推進体制推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○行政改革推進委員会 

構成メンバー 
学識経験者、地域代表、関係団体等の代表、公募に

よる住民 

役    割 
町長の諮問に応じ、行財政改革の推進に関する重要

事項の調査・審議答申する機関 

 

○行財政改革推進本部 

構成メンバー 
町長、副町長、教育長、総務課長、財政課長、行政

経営課長 

役    割 
行財政改革大綱の策定及びその他行財政改革の重要

事項に関することを行う。 

 

○行財政改革検討班 

構成メンバー 副町長、各課課長 

役    割 行財政改革に関し、専門事項の調査及び研究を行う。 

 

 

 

町　長 行政改革推進委員会

学識経験者　２名
町議会議員　３名
公募住民　　４名行財政改革推進本部

行財政改革検討班

諮問

答申
実施体制

意見

素案提出

指示 原案提出
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